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③「森づくり」民間企業アンケート・・・・・・・・・・・JICA プロジェクトと「森づくり」で連携する民間企業の皆様にお話をうかがいました。 

インドネシア「保全地域における生態系のための荒廃地回復能力向上プロジェクト」 
ベトナム「北西部水源地域における持続可能な森林管理プロジェクト」http://www.jica.go.jp/press/2013/20130809_01.html 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

民間企業名 ① 森づくりのきかっけ ② 森づくりに参加するメリット ③ JICA に期待すること ④ その他ひとこと、関連情報 

ヤマハ株式会社 
人事・総務部 総務室  
CSR 推進担当課長  
阿部裕康氏 

当社の主要な製造拠点であるインド

ネシアにおいて天然林の減少が深刻

な問題となっています。インドネシ

アで工場を操業し、木材を使用して

いる企業の社会的責任として植林活

動に取り組み始めました。 

地球環境や地域社会に貢献できるこ

との他、グループ企業従業員が植林

活動に参加することで自らの社会意

識の向上につながっています。 

現地との契約関係や植樹祭などの調

整業務、および苗畑管理や植栽、メ

ンテナンスの技術指導などいつも大

変お世話になっています。引き続き

よろしくお願いいたします。 

森の形成には長い年月を要しますの

で、単に植林をするだけではなく植

樹祭などを通じて近隣の住民の皆

様、お子様たちに森の保全に対する

理解を深めていただくよう努めたい

と思います。 
関連情報：

http://jp.yamaha.com/about_yamah
a/csr 

三井住友海上火災保険株式会社 
総務部 地球環境・社会貢献室  
次長 秋葉勝敏氏 
 

当社は事業を通じて紙を大量に消費

しており、使用した木の一部を地球

に戻すことが当社の社会的責任であ

ると考えて、また、生物多様性の保

全に努めるとの会社方針のもと、イ

ンドネシアにおいて 2005 年から熱

帯林の再生活動を行っています。 
 

森づくりを行うことにより、環境保

全面で世界的な問題である熱帯林の

減少問題の改善に役立つとともに、

当社が営業活動を行っているインド

ネシアにおいて地域への貢献が可能

となり、当社として企業の社会的責

任を果たすことができると考えてい

ます。 

当社では同じインドネシアのパリヤ

ン野生動物保護林において森づくり

の経験がありますが、JICA と協働で

実施しているメラピ国立公園の荒廃

地回復プロジェクトについて、ご支

援をいただき成功に導きたいと考え

ています。 
 

関連情報：インドネシア熱帯林再生

プロジェクト 
http://www.ms-ins.com/company/su
stainability/environment/rainforest/in
dex.html  
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住友林業株式会社 
（インドネシア） 
PT. Sumitomo Forestry 
Indonesia 西修平氏 
 
 
 
 
 
 
（ベトナム） 
山林・環境部 
チームマネージャー  
佐藤裕隆氏 

住友林業は、「再生可能で人と地球に

やさしい自然素材である『木』を活

かし、『住生活』に関するあらゆるサ

ービスを通じて、豊かな社会の実現

に貢献する」という経営理念に基づ

いて、森づくりに取組んでいます。 
（インドネシア）「住友林業の家」の

主要構造材の伐採から建築までに発

生する CO2 を新たな植林でオフセ

ットする、ブロモ国立公園での植林

を含む Project Earth は、お客様と共

に、気候変動問題だけでなく、地域

社会・生物多様性にも配慮しながら

取り組める植林活動として展開して

います。 
（ベトナム）REDD+は、途上国の森

林減少・劣化の防止等により気候変

動を緩和する取組みとして注目して

います。 

（インドネシア） 当社がこれまで

積み上げてきた植林のノウハウを生

かし、気候変動問題、地域社会貢献、

生物多様性に貢献することができる

ものを考えております。また、この

ことを家づくりと連動させること

で、商品の差別化になると考えてい

ます。 
（ベトナム）当社と JICA の双方が

有するノウハウを共有し、ベトナム

ディエンビエン省の REDD+計画に

沿って連携して活動を実施すること

により、同省の森林保全活動が強化

され、地球温暖化対策に貢献すると

ともに、地域住民の生計向上を図る

ことが期待されます。また、この活

動を通じて、REDD+に取り組むため

の知見が得られるものと考えていま

す。 

（インドネシア）民間企業に有する

ことが困難な中央・地元政府との強

いネットワークや、対象国の仕組み

づくりに関わるという点は、JICA の

支援において強くなると考えます。

引き続き、民間企業が現地で活動す

るための環境整備をしていただけれ

ばと思います。 
（ベトナム）REDD+は国際的な枠組

みの元で推進される活動であり、民

間の企業や団体が単独で進めるべき

ものではありません。ホスト国の中

央政府や現地地方政府の方針や実施

体制との調整や実施能力の向上な

ど、JICA の支援により、日本の民間

団体がプロジェクトを実施しやすい

環境が整っていくことを期待いたし

ます。 

（インドネシア）森づくりと同様、

現場での活動では一筋縄ではいかな

いこともありますが、共に取り組ま

せていただき、地元の人々だけでな

く、日本の方々に誇れる活動になれ

ばと思います。 
（ベトナム）実証活動の現場では、

多くの問題が起き、プロジェクトの

実施にはさまざまな困難が待ち受け

ていることと思います。はなはだ力

不足ではありますが、ともに困難に

取り組み、解決することで、連携活

動のよい事例となれば幸いです。 
関連情報：  
きこりんの森 http://kikorin.jp/ 
インドネシア Project Earth 
http://kikorin.jp/pje/ 
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民間企業名 ⑤ 森づくりのきかっけ ⑥ 森づくりに参加するメリット ⑦ JICA に期待すること ⑧ その他ひとこと、関連情報 

アスクル株式会社 
B to B カンパニー 
ソーシャルマーケティング 
部長 東俊一郎氏 
 

当社はオフィスの必需品であるコピ

ー用紙を日本国内で大量に販売し、

それらはインドネシアへ製造委託し

ています。この背景から、ビジネス

の持続可能な発展と森林資源の持続

可能性の両立を目指すための課題解

決と学習の場として森づくりに参加

しています。 

森林資源を巡るサプライチェーンの

課題を理解し、自らが解決に参加で

きることでより競争力が高まると考

えています。よって、自社が商品を

調達する地域と密接に関連がある、

つまり本業の係わり合いのある国や

地域での産業植林と環境植林に参加

することが、お客様の安心安全につ

ながると考えています。 
 

ODA 分野で培われた技術協力や、ロ

ーカルな合意形成のノウハウを、開

発（経済）と環境の両立に積極的な

民間企業にも開放いただきたく思い

ます。当社は、アジア地域の森林資

源管理に関心があるため、アジア地

域の森林管理と住民の生計向上に寄

与されてきた JICA の技術・知恵を学

べる場が増えることを期待していま

す。 

途上国の持続可能な成長と、地球環

境保全の両立に貢献したいと当社は

考えています。経済活動を継続する

なかで、事業者が対象国にどんな貢

献ができるのか、政府・NGO・事業

者の適正な役割分担を具体的な行動

を通じて追求していきます。 
関連情報： 
ASKUL オフィス用品通販サイト

http://www.askul.co.jp/ 
ASKUL 産業植林と環境植林サイト

http://1for2.askul.co.jp/ 
活動ブログ

http://1for2.weblogs.jp/blog/ 

ヤンマー株式会社 
農機事業本部 
ソリューション推進部 
小西充洋氏 
 
 

当社が掲げるミッションステートメ

ントの中に「未来につながる社会と

より豊かな暮らしを実現します」と

あります。未来につながる社会とは

資源循環型社会であり、物質循環の

最上流にあたる森林は弊社の事業フ

ィールドである農地・都市・海洋へ

大きく影響するので、森づくりはよ

り豊かな暮らしの実現に貢献できる

領域と考えたからです。 

「現地ニーズにあった方法により、

現地側が主体的に取り組む活動を支

援しながら、森林保全と地域の持続

的発展が両立されるモデルの確立を

目指す」という取組みのなかで、現

地の環境保全や生計向上にどんなソ

リューションが求められているかを

感じられる点です。 

「現地ニーズ」を抽出し、「現地側

が主体的に」取り組める事業の推進

が重要と考えております。山間地や

小さな農村の状況は、なかなか伺い

知ることが難しいため、貴重な情報

を共有させていただけたらと存じま

す。 
 

昨年 3 月にカントーにベトナム農業

研究所（駐在事務所）を開設いたし

ました。JICA の方々ともよい関係を

保ちながら、事業推進をして行きた

いと考えておりますので、今後とも

よろしくお願いいたします。 
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